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1990年代におけるわが国の単産での

出生体重別乳児死亡率の改善

フジタ トシハル

藤田 利治

目的　東北・東海・九州の3地域の1989年出生児について実施されたレコードリンケージ研究に

よる死亡率と比べて，7年ほどを経た1995～1998年における同地域での乳児死亡率にどのよ

うな改善が認められたかを，出生体重との関連から明らかにする。

方法　東北，東海，九州の3地域を対象地域とし，2つの時期についての出生および病死による

乳児死亡の情報を収集した。第1は，1989年の3地域の単産での出生児404,158人であり，

1989年と1990年の人口動態調査死亡票と出生票とのレコードリンケージにより病死による乳

児死亡を把握した（「1989/90年群」）。第2は，1995年から1998年までの4年間の3地域の単

産での出生児1,503,23O人であり，この地域の4年間での病死による乳児死亡数を人口動態

調査死亡票により把握した（「1995/98年群」）。

成績　単産での病死による乳児死亡率（出生1,000人当り）は1989/90年群の3.86から1995/98年

群の3.24へと16％の低下がみられた。出生体重調整乳児死亡率などの改善は対応する粗死亡

率の改善を上回る大きなものであり，出生体重分布の軽量化への経年変化が乳児期の死亡率

改善を減弱していた。新生児期，新生児期後乳児期および乳児期の死亡率の改善は，出生体

重グループ間でほぼ等比的に進行し，出生体重調整相対リスクによりそれぞれ31％，12％お

よび23％の低下と推計された。乳児期の死亡率の全体としての改善に大きな寄与を果たした

出生体重グループは，低出生体重児ではなく，2,500 g以上の児であった。「周産期に発生し

た病態」および「先天奇形，変形および染色体異常」による死亡率は顕著に低下したが，乳

幼児突然死症候群の明らかな増加がみられた。

結論　早期新生児期以降の乳児期での死亡率についての出生体重別の改善実態を，わが国で初め

て報告した。出生体重分布の軽量化への変化によって減弱されてはいたが，出生体重別の死

亡率改善に支えられてわが国の1990年代の乳児期の死亡率は改善した。しかも，2,500 g以

上の児での死亡率改善が，最も大きな貢献を果たした。
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